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令和 3 年度 日本 NGO 連携無償資金協力 完了報告書 

事業名 バッタンバン州における小学校建設を通じた学習環境改善事業 

The Project to improve the learning environment through a primary school 

construction in Battambang Province 

事業対象地 カンボジア王国 バッタンバン州バッタンバン市、コックロロ郡、ロカキリ郡 

事業期間 2022 年 1 月 19 日～2023 年 1 月 18 日 

公的資金種別 日本 NGO 連携無償資金協力 

総支出額 401,715.64 米ドル 

プ ロ ジ ェ ク ト

目 標 お よ び そ

の達成度 

「整備された校舎の利用および図書室の活用を通じて、児童の学習環境が改善され

る。」をプロジェクト目標として事業を実施した。対象校 3 校に校舎、トイレ、手洗

い場が建設されたこと、そのうち 2 校では図書室が新設され、1 校では既存の図書室

環境が改善されたこと、図書室を含む新校舎、トイレ、手洗い場は児童からなる清掃

委員会により維持されていること等から、児童の学習環境が改善されたと判断する。 

実施内容概要 (1) 学習環境改善活動 

小学校校舎 3 棟を建設し、机・いす等の教具を提供した。3 棟全ての小学校校舎建設

が完了し、必要な教具が供与された。また、建設期間中は当会エンジニアが定期モニ

タリングを実施した。トイレ棟と手洗い場の建設と図書室の設置も完了し、図書室用

家具や視聴覚教材を設置した。 

 

(2) 教員の指導能力および学校管理運営能力の改善活動 

10 月、図書室運営、読書推進研修会を各対象校で実施し、教員、学校支援委員会、

州・郡教育局関係者など合計 54 名が参加した。11 月には、州・郡教育局職員と、図

書室運営研修 1 ヶ月後のモニタリング・フォローアップ活動を実施した。12 月、教

員、学校支援委員会から合計 36 名が参加し、施設の維持管理研修および衛生啓発研

修を実施した。2023 年 1 月、策定した清掃スケジュールを実践できているか確認す

る研修後モニタリングを行い、3 月初めに学校環境チェックリストによる施設維持状

況確認を行った。 

成果 (1) 学習環境改善活動 

教室・トイレの環境が物理的に快適・安全・衛生的になる。 

指標： 

①各対象校それぞれにおいて、1 教室あたりの児童数が減少し 38 名以下となる：建

設完了後の 2023 年度における各対象校の 1 教室あたりの児童数は、対象校 1 校にお

いて概ね達成され、他 2 校において達成された。 

②老朽化した校舎で学んでいた児童のすべてが安全な校舎で学ぶことができる：旧

校舎で学んでいた児童全員が新校舎で授業を受けている。 
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③各対象校それぞれのトイレあたりの児童数および手洗い場あたりの児童数が減少

し、トイレにおいては２校で 50 名以下 1 室、１校で 25 名以下 1 室で使用でき、共

用から男女別での使用が可能となり、手洗い場においては 20 名以下１蛇口で使用が

可能となり手洗いの頻度が増えることで、児童の衛生状況が改善する：トイレあたり

の児童数は、3 校中 2 校では指標の達成目標を少し下回る結果となったが、ベースラ

イン時では両校ともに大きく改善した。手洗い場あたりの児童数は目標を達成した。 

④図書室にて読書推進活動に必要な資機材が計画通りに配備され、対象校による図

書室の主体的な運営が開始される：環境チェックリストで確認したところ、対象校 1

校では合計 18 項目中 16 項目が、他 2 校では全項目が達成された。新規図書室を開

室した 2 校の事業期間内(約 1 ヶ月半)の図書室利用者は延べ 8,503 名であり、対象校

が主体的に図書室環境を整え、計画通りに図書室運営を開始していた。 

 

(2) 教員の指導能力および学校管理運営能力の改善活動 

教員の学校運営および指導能力が強化される。 

指標： 

①図書室運営および読書推進研修受講者の 8 割が図書室や図書を活用するための知

識と技能を身に着ける：54 名の研修参加者に対して 5 段階評価を用いた事後テスト

を実施したところ、「良く分かる」以上の自己評価をした参加者は 61%になった。研

修約 1 ヵ月後に、研修参加者のうち対象校教員である 31 名全員へヒアリング調査し

たところ、質問項目の 8 割以上を実践している教員が 31 名中 29 名だった。 

②学校環境チェックリストに基づき、施設の適切な維持・管理・利用を確認した結果、

対象校すべてがチェックリストの全項目中 8 割以上の項目を達成し、環境が清潔に

維持され・手洗い場が適切に活用されていることが確認される：対象校 1 校では合計

18 項目中 17 項目が、他 2 校では全項目が達成された。 

 


